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新聞を取っていない世帯の方へ広報おうめ等を無料で配布しています。皆さんの周りの希望する方にも

お声かけください。希望する方は、住所、氏名、電話番号を電話☎２２－１１１１、郵送、ファクシミ

リ ２１－２８７９、電子メール div0110@city.ome.lg.jpまたは直接秘書広報課（市役所４階）へ

暮らし・住まい・環境
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多摩川１万人の清掃大会
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　新型コロナウイルス感染状況を考慮し、会場

や参加人数を縮小して実施します。清掃は、地

元自治会、環境美化委員連合会とともに行いま

す。

日時　８月７日（日）　午前８時～９時

※雨天中止

会場　釜の淵公園

後援　多摩川流域協議会

問い合わせ　清掃リサイクル課ごみ減量推進係

明るい選挙ポスターコンクール作品募集

　明るい選挙ポスターコンクールの作品を募集

しています。テーマは、投票参加など選挙への

関心を持つよう訴えるもの、明るい選挙に関す

ることなどです。

応募資格　市内在住・在学の小学生～高校生

応募規格　作品の大きさ…画用紙の四つ切り

（５４２㎜×３８２㎜）・八つ切り（３８２㎜

×２７１㎜）またはそれに準ずる大きさ ▽画

材…自由（紙や布など、絵の具以外も可） ▽

立体的な構造の作品は不可

※ Adobe　Illustrator、自作黒板等を使用す

る場合は要事前相談

応募方法　直接在学の小・中学校または９月９

日までに市選挙管理委員会事務局（市役所６

階）へ

※小・中学校の応募締め切りは、各校へお問い

合わせください。

※作品裏の右下に学校名、学年、氏
ふ り が な

名を記入し

てください。

その他　著作権は主催者に帰属します ▽入選

作品は都や全国の審査に提出し、学校名、学

年、氏名を公表します。

問い合わせ　市選挙管理委員会

事務局

～今年は縮小して実施します～

　ＪＲ青梅駅では８月１日に「話せる指定席券売機」を導入し

ます。「話せる指定席券売機」では、オペレーターと対話をし

ながら安心してきっぷを購入できます（一部取り扱いできない

乗車券類、払戻し等あり）。

　オペレーターの対応時間は、午前８時～午後８時です。オペ

レーター対応時間以外の時間帯は、通常の指定席券売機として

利用できます。

　なお、青梅駅「みどりの窓口」は「話せる指定席券売機」導

入に伴い、７月３１日に営業を終了します。詳しくは駅係員へ

お尋ねください。

問い合わせ　都市整備部管理課交通担当

ＪＲ青梅駅の「話せる指定席券売機」導入に伴う

「みどりの窓口」営業終了
　政治家や候補者が、選挙区内の人

にお金や物を贈ることは法律で禁止

されています。例えば、お中元、盆

踊りや夏祭りの際の祝儀、飲食物の

差し入れも、禁止されている寄
き ふ

附に

あたります。

　また、有権者が政治家や候補者に

寄附や差し入れを求め

ることや、お祭りなど

での供応も禁止されて

います。

　都選挙管理委員会と各市区町村選

挙管理委員会が協力して、これら法

律で禁止されている寄附について、

より一層の周知を図ることを目的に、

７～８月の２か月間を「政治家の寄

附禁止ＰＲ強化期間」としています。

　市選挙管理委員会と明るい選挙推

進協議会では、ポスターの掲示やパ

ンフレットの配布などを行います。

問い合わせ　市選挙管理委員会事務局

政治家の寄附は禁止～贈らない！求めない！受け取らない！～

ペットと人が幸せに暮らすために 問 い合わせ　犬・猫の飼い方…都動物愛護相談センター多摩支所☎０４２－５８１

－７４３５ ▽犬の登録・狂犬病予防注射、飼い主のいない猫…市環境政策課

その一生に責任をもてますか？

　犬や猫の寿命は１０年以上ですが、きちんと飼うことができますか？犬や猫

を飼っている方、これから飼おうとしている方は、次のことを守り愛情をもっ

て飼いましょう。愛護動物を遺棄したり虐待したりすることは犯罪です。殺傷

した場合は５年以下の懲役または５００万円以下の罰金、遺棄・虐待した場合

は１年以下の懲役または１００万円以下の罰金が課せられます。

▽首輪に名札をつける等、身元を表示しましょう。

▽繁殖を望まない場合は、不妊去勢手術を施しましょう。

▽健康診断を受診し、感染症を予防するワクチンを接種させましょう。

▽ 飼えない事情ができた場合に備えて家族などと話し合うとともに、飼えなく

なった場合、責任を持って引き取り手を探しましょう。

重症熱性血小板減少症候群（ＳＦＴＳ）ウイルスに気を付けて（市獣医師会から）

　日本では、平成２４年に野外のマダニが媒介するウイルス感染症ＳＦＴＳの

人への感染が初確認され、令和３年７月までに西日本を中心に延べ６４１人の

感染が報告されました。ＳＦＴＳは、人が感染すると発熱、下痢、嘔吐、下血、

筋肉痛などの症状がみられ、致死率は２０％前後になります。現在、治療方法

やワクチンは存在しません。

どうやって人やペットにうつるのか

　ウイルス保有マダニが野生動物を刺咬することで動物に感染し、動物の血液

を介してさらに別のマダニへと移ります。こうしたマダニが人やペット等に感

染させます。

ペットの感染状況と症状

　平成２９年～令和３年にネコ３２８症例、イヌ１２症例の感染が確認されて

います。西日本を中心に発生しており、令和２年８月に静岡県のネコとイヌの

発症報告もあり、今後、東日本での動向が注視されています。

　ネコでは元気・食欲低下、嘔吐、下痢、黄疸等が主症状で致死率５９％、イ

ヌでは元気・食欲低下、嘔吐、下痢が主症状で致死率は５０％です。

予防するには

　マダニは春から秋にかけて活性化します。まずはマダニの生息場所には近寄

らないことが大切です。山林・藪・草むらに出かけるときは、肌の露出を少な

くしましょう。野外ネコ・室内外自由行動のネコが感染しています。感染した

ネコ・イヌの排泄物、血液、唾液、涙はウイルスを含んでいる可能性があり、

人に感染する恐れがあるので注意しましょう。

犬のフン残して行かないで！（散歩の際のマナー）

▽ふんは必ず持ち帰って処理をしましょう。

▽リードで制御し、迷惑になる場所で排泄させないようにしましょう。

▽尿をしてしまったときは、水で流すなど、後始末をしましょう。

イエローチョーク作戦にご協力を

　イエローチョーク作戦は、路上に放置された犬のフンを黄色いチョークで

囲むことにより「フンの放置を許さない」という地域の態度を示し、飼い主

のマナー向上とフンの放置をなくしていこうとする取り組みです。環境政策

課窓口でイエローチョーク２本を無料配布しています。

猫は室内で飼いましょう

　ケガや病気、交通事故等の危険から守ることができ、放し飼いによる近所

とのトラブルも防止できます。

地域猫活動へのご理解を

　市では、地域住民と飼い主のいない猫が共生できる社会を実現化するため

の「青梅市地域猫活動の手引き」を作成し、市ホームページ（記事ＩＤ…

７６４)等で周知しています。地域猫活動とは、飼い主のいない猫の繁殖を

抑え、餌・トイレなどを地域で適正に管理することで、飼い主のいない猫が

今以上に増えないようにし、かつトラブルも減らしていくための活動です。

飼い主のいない猫に餌を与えている方へ

▽餌を与える場所は、周辺住人に影響のない場所を選び、管理者の理解を得

てください。

▽決められた時間に食べきれる量を容器に入れて与えましょう。

▽餌を放置して場を離れる置き餌や餌のばらまきはやめましょう。

▽ 餌を与える場所の周辺で、周辺住人に影響のない場所に、管理者の理解を

得てトイレを設置しましょう。

▽餌を与える場所や周辺の清掃を行い、常に清潔を保ちましょう。

▽不妊去勢手術を受けさせましょう。

飼い主のいない猫への不妊去勢手術

　市では（公財）どうぶつ基金の「さくらねこ無料不妊手術事業」

を活用し、市内ボランティア団体と協働で、令和４年３月まで

に１，５７８頭の飼い主のいない猫に不妊去勢手術を実施しました。飼い主

のいない猫への不妊去勢手術でお困りの方は環境政策課へご連絡ください。

　この事業は一般枠（個人）で申し込み可能です。詳細はホームページ（２

次元コード参照）をご覧ください。


